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会津坂下町立第一中学校時代
／前列左端

利意先生の生い立ち
先生は、大正13年（1924年）に高寺地区の洲走に生まれました。

子どもの頃は体が弱く、親は心配したそうですが、高校の実習
などで成長とともに体が鍛えられました。教員養成所卒業後は、
兵役にもついていました。

戦後は、小中学校・高校の教員として約 38 年間勤務し、昭和
58 年３月に会津坂下町立第一中学校を最後に退職しました。

教鞭を執るかたわら、会津地方の地域文化をこよ
なく愛し、文化財に係る研究を生涯の仕事としてき
ました古川利意氏は、昨年９月に亡くなられました。

文化財調査委員長、町史編さん専門員として町
の要職のみならず、近隣町村においても文化財の
保存に尽力されました。また、版画や絵手紙など
約半世紀にわたり制作活動を続けるなど非凡な才能を発揮されました。

長年にわたる文化財の保護、地域文化の振興への功績が認められ、平成 24 年（2012 年）
に地域文化功労者表彰を受賞、平成 25 年（2013 年）に瑞宝双光章を受章しました。

多大なる功績を残された古川利意氏に感謝の意を込めて「利意せんせい感謝事業」を行います。

瑞宝双光章

◀発掘調査の見学会に
て説明をする様子

▲「峠フェスティバル～束
松峠を語ろう歩こう会～」
（H7.2.26 開催　国土庁主唱
の「ネオふるさと活動アイデ
ア募集」で全国 280 件の応
募の中から最優秀賞に選出）

▼文化財講座「塔寺塾」
での講師

利意先生の主なあゆみ
遺跡発掘調査では、会津坂下町の遺跡

をはじめ、西会津町・旧会津高田町・旧
新鶴村・旧山都町・旧高郷村など、会津
地域を中心に調査を行いました。

地元高寺地区の繁栄を願い、「高寺ふる
さとを興す会」を発足。「束松峠を歩く会

（現在の束松峠ウォーキング大会）」を創設
するなど、地域おこしに心血を注ぎました。

町村史の執筆、町広報紙への連載、文
化財講座の講師など、晩年までさまざま
な活動を精力的に続けました。温厚で誠
実な人柄は、多くの町民に慕われました。

感謝をこめて
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利意先生の主な作品

利意せんせい感謝事業

古川利意先生に

◎回顧展
内 容  数々の活動の功績を映像で紹介

 版画・絵手紙などの作品展示（約５０点）
実施日時 10 月 14 日 ( 木 ) ～ 10 月 20 日 ( 水 )
 午前 10 時～午後４時

場 所  高寺コミュニティセンター附属体育館
入場料  無料
 ※期間中毎日開催

問  教育課　生涯学習班（中央公民館内）
 ☎８３―３０１０

◎束松峠ウォーキング大会
日 時  10 月 16 日（土）

 午前８時 受付開始
 午前８時３０分 開会式
 午前９時 スタート
参加費  無料
申込期限  １０月１１日（月）
集合場所  高寺コミュニティセンター
 ※先着１００名、小雨決行
問・申  高寺コミュニティセンター
 ☎８５―２００１
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変
え
る
勇
気
！ 

繋
ぐ
次
世
代
へ
！

　
次
世
代
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
会
津
坂
下
町
長
　
古
川
　
庄
平

こ
の
度
、議
会
の
同
意
を
い
た
だ
き
、

新
た
に
板
橋
正
良
氏
を
副
町
長
に
お
迎

え
し
ま
し
た
。
新
し
い
体
制
で
は
あ
り

ま
す
が
、
力
を
合
わ
せ
て
「
①
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」、「
②
人
づ
く
り・

少
子
化
対
策
支
援
」、「
③
産
業
の
さ
ら

な
る
振
興
」、「
④
健
康
づ
く
り
の
推
進
」

の
「
四
本
の
柱
」
を
、「
第
六
次
会
津

坂
下
町
振
興
計
画
」
の
中
で
、
実
現
し

て
ま
い
り
ま
す
。

①
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

次
の
時
代
を
担
う
若
い
人
た
ち
が
、

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
で
あ
り
、
若
い
世
代

が
活
躍
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る
町

民
皆
さ
ま
と
の
対
話
の
場
を
設
け
ま
す
。

②
人
づ
く
り
・
少
子
化
対
策
支
援

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か

に
成
長
し
、
温
か
い
心
を
持
つ
よ
う
に

教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
食

を
通
し
て
郷
土
愛
が
深
め
ら
れ
る
よ

う
、
学
校
給
食
に
お
け
る
地
産
地
消
を

推
進
し
ま
す
。

③
産
業
の
さ
ら
な
る
振
興

町
の
魅
力
を
活
か
し
、
産
業
の
振
興

に
取
り
組
む
た
め
、
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
が
持
続
し
て
い
け
る
よ
う
、
大
規

模
農
家
と
中
小
の
家
族
経
営
農
家
の
支

援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
資
源
を

活
用
し
、
若
者
の
起
業
支
援
、
既
存
地

元
企
業
へ
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

④
健
康
づ
く
り
の
推
進

町
民
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

健
康
に
暮
ら
し
続
け
て
い
け
る
よ
う
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
環
境
整
備

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
発
酵
食
品
を
活

用
し
た
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

政策実現のイメージ

次世代が活躍できる
会津坂下町

４本の柱

①新しいまちづくりの推進
・若い世代が活躍できる仕組みの構築
・地区毎の町政懇談会の開催
・災害に強いまちづくり

②人づくり・少子化対策支援
・温かい心を持つ教育の充実
・不妊治療の支援
・学校給食での地産地消
③産業のさらなる振興
・規模拡大農業、家族経営農業者の支援
・町の資源を活用した若者の起業支援
・雇用創出と所得の向上

④健康づくりの推進
・生涯スポーツに取り組む環境整備
・発酵食品で健康づくり

第六次会津坂下町振興計画

会津坂下町の発展のために力を合わせて職務に邁進します。　▲左から板橋副町長、古川町長
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副
町
長
退
任
・
就
任

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

８
月
31
日
、
任
期
満
了
に
よ
り
日
下
亮
副
町
長

が
退
任
し
、
９
月
１
日
よ
り
板
橋
正
良
氏
が
新
た

に
副
町
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

ま
し
た
が
、
全
身
全
霊
で

職
務
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
す
。

人
口
減
少
時
代
に
入
り
、

少
子
化
の
克
服
や
生
産
性

の
向
上
な
ど
、
社
会
・
経

済
自
体
の
変
革
が
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

第
六
次
会
津
坂
下
町
振
興

計
画
に
よ
り
、
先
の
課
題

が
少
し
で
も
明
る
い
方
向

に
向
か
う
こ
と
を
念
じ
、

会
津
坂
下
町
の
限
り
な
い

発
展
を
願
っ
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
な
お
一
層
の

ご
多
幸
、
ご
健
勝
を
お

祈
り
し
、
退
任
の
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

町
民
の
皆
さ
ま
、
２
期

８
年
間
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。

平
成
25
年
９
月
か
ら
、

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
公

私
と
も
様
々
な
場
面
で
ご

一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

心
温
ま
る
言
葉
や
た
く
さ

ん
の
ご
指
導
や
ご
助
言
を

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

齋
藤
前
町
長
を
先
頭
に
、

町
職
員
と
と
も
に
、
町
民

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
意
見
や

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
副
町
長
と
い
う
立
場

で
ま
ち
づ
く
り
に
携
わ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

は
、
身
に
余
る
光
栄
で
あ

り
、
大
変
貴
重
な
経
験
で

し
た
。
若
輩
の
身
で
あ
り

政
健
全
化
は
も
と
よ
り
、

町
民
皆
さ
ま
方
が
い
き

い
き
と
生
活
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
に
着
手
し
て

ま
い
り
ま
す
。
住
民
目

線
、
ま
た
、
私
が
今
ま

で
経
験
し
た
行
政
経
験

を
最
大
限
に
生
か
し
、

町
長
の
補
佐
役
と
し
て

の
使
命
に
徹
し
、
そ
の

職
務
に
専
心
す
る
決
意

で
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
ご
助
言
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

こ
の
度
、
議
会
の
同

意
を
い
た
だ
き
、
会
津

坂
下
町
副
町
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
。

総
務
課
長
の
任
の
途

中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

８
月
31
日
付
け
で
退
職

し
、
副
町
長
就
任
と
な

り
、
職
務
の
重
さ
並
び

に
任
務
の
重
大
さ
に
、

改
め
て
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
で
す
。

施
策
を
執
行
し
て
い

く
と
い
う
行
政
マ
ン
か

ら
、
立
場
は
変
わ
り
ま

す
が
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
負
託
に
応
え
る
た
め

に
、
何
が
必
要
で
あ
る

か
問
う
と
い
う
の
は
、

同
じ
で
す
。

将
来
を
見
据
え
、
財

昭和50年4月会津坂下町役場入庁（38
年間勤務）、生活部長、政策財務部長、
教育部長、総務部長を歴任、平成 25
年会津坂下町副町長に就任
行政知識と経験を持って、8年間「将
来にわたり持続可能なまちづくり」・
「財政の健全化」などに尽力

昭和58年4月会津坂下町役場入庁（38
年5か月間勤務）、平成30年産業課長、
31 年建設課長、令和 3 年（4 月 1日
から 8月 31日）総務課長、9月 1日
より現職

日
く さ か

下　亮
まこと

前副町長 氏

板
いたばし

橋　正
まさよし

良副町長 氏
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令和２年度 決算報告
町の令和２年度決算が確定しました。その内容について概要をお知らせします。

決算の規模
普通会計 (※) は、歳入・歳出額ともに前年度を上回り過去２番目の規模となりました。その要
因は新型コロナウイルス感染症対策として、特別定額給付金給付事業費や新型コロナウイルス
感染症対応地方創生臨時交付金を活用した事業費の増額です。
(※) 普通会計
一般的な事業を行う町の基本となる一般会計に、坂下東第一地区土地区画整理事業特別会計
を加えた会計

歳入説明
歳入総額は、諸収入や町債などが減額となった一方、国庫支出金や地方交付税などが増額とな
り、前年度と比較して２１．３億円増の９６．２億円となりました。
町税や各種使用料・手数料、基金（貯金）の取り崩しによる繰入金など、町の自主的なお金で
ある自主財源は、全体の２５．２６％の２４．３億円となりました。一方、地方交付税や町債（借
入金）など、国や県などから交付されるお金である依存財源は、全体の７４．７４％の７１．９億
円であり、自主財源と比較して高い割合となっています。

歳出説明
歳出総額は、議会費や教育費などが減額となった一方、総務費、衛生費および土木費などが増
額となり、前年度と比較して１９．６億円増の９１．６億円となりました。議会費の減は議員定
数の２名減少によるもの、教育費の減は小中学校のエアコン設置工事が令和元年度で完了した
ためです。総務費の増は特別定額給付金給付事業の新規実施によるもの、衛生費の増は新型コ
ロナウイルス感染症対策事業の新規実施によるもの、土木費の増は除雪対策事業の増加による
ものです。

町　税
16.5億円（17.15％）

諸収入など
7.8億円
（8.11％）

地方譲与税
0.9億円

（0.94％）

億円（前年度比21.3億円増）96.2

地方交付税
30.1億円（31.29％）

その他の
交付金
3.9億円
（4.04％）

国庫支出金
25.8億円
（26.82％）

県支出金
6.8億円
（7.07％）

町債
4.4億円
（4.57％）

歳入総額

自主財源
24.3億円
（25.26％）依存財源

71.9億円
（74.74％）

○分担金および負担金 0.6億円（0.62％）
○使用料および手数料 1.1億円（1.14％）
○財 　 産 　 収 　 入 0.2億円（0.21％）
○寄 　 　 附 　 　 金 0.5億円（0.52％）
○繰 　 　 入 　 　 金 0.4億円（0.42％）
○繰 　 　 越 　 　 金 2.9億円（3.02％）
○諸 　 　 収 　 　 入 2.1億円（2.18％）
　　　合　　計 7.8億円（8.11％）

町税以外の自主財源の内訳

歳出総額
議会費 
0.8億円
（0.87％）

総務費
31.3億円
（34.17％） 

民生費
18.0億円
（19.65％）

衛生費
4.4億円
（4.80％）

労働費
0.1億円（0.11％）

農林水産業費
4.3億円（4.69％）

商工費
1.4億円
（1.53％）

土木費
7.4億円
（8.08％）

消防費
3.2億円
（3.50％）

災害復旧費
0.3億円（0.33％）

教育費
8.6億円
（9.39％）

公債費
11.8億円
（12.88％）

億円（前年度比19.6億円増）91.6
その他の交付金
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総務費 　一般的な事務のために
■生活路線バス維持対策事業� ３，９４６万円
（路線バス運行維持の負担金や利用促進に係る
経費を支出）

■地域コミュニティセンター運営事業
� ２，６７７万円
（地域コミュニティセンター施設の維持管理を実施）
■地域づくり推進事業� ２，１７６万円
（地域づくり協議会運営のため交付金を支出）
■特別定額給付金事業� １５億６，７５３万円
（緊急経済対策として家計への支援のため定額
給付金を交付）

■新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金事業� ２億９，１８２万円
【事業の一例】
・プレミアム付商品券事業� ４，７０７万円
（町内の店舗で利用できるプレミアム付商品
券を発行）

・水道料金負担軽減事業� ３，９５２万円
（外出自粛時の家庭での水道使用料負担を軽
減するための補助金を支出）

・地域農業経営持続化支援交付金事業
� ３，２７２万円
（農業経営の維持継承に取組む農業の担い手
などを支援）

・指定避難所など感染防止対策事業�１，４７２万円
（感染防止対策により安心して利用できる指
定避難所を整備）

民生費 　福祉増進のために
■私立保育所など施設型給付事業
� １億１，２８９万円
（私立保育施設などの運営経費の一部を負担）
衛生費 　衛生的な生活環境の保持のために
■予防接種事業� ３，５６７万円
（小児や高齢者などへの予防接種を実施）
■新型コロナウイルス対策事業� １，６４０万円
（感染症対策として衛生用品の購入や施設整備
工事を実施）

■廃棄物処理収集事業� ５，５４１万円
（廃棄物収集運搬にかかる費用を支出）

農林水産業費 　農林業の振興に
■中山間地域など直接支払事業� ２，５８３万円
（中山間地域への農用地や水路などの保全活動の支援）
■有害鳥獣対策事業� ２７９万円
（鳥獣被害対策実施隊を組織して農作物への被
害対策を実施）

■多面的機能支払交付金事業�１億３，２６８万円
（地域の協同活動による農用地や水路などの保
全活動の支援）

■ふくしま森林再生事業� ４，２９６万円
（原発事故により停滞した森林整備の推進）
土木費 　道路や橋の整備に
■除雪対策事業� １億６，３３７万円
（冬期間の町道安全確保のため除雪作業や防雪
柵設置を実施）

■橋梁整備事業� ３，４７２万円
（橋梁の長寿命化を図るため改修工事を実施）
■河川維持管理業務� １，８３２万円
（河川の護岸整備工事や堆積土砂除去工事を実施）
■坂下東第一地区土地区画整理事業（一般会計繰出）
� ９，４２２万円
（都市計画道路の整備や移転補償費のための繰出し）
教育費 　学校、社会教育のために
■小学校情報教育用機器整備事業�３，３２３万円
■中学校情報教育用機器整備事業
� １億３，３４５万円
（小学校と中学校のＩＣＴ教育のため、タブレット
端末購入とインターネット環境整備工事を実施）

災害復旧費 　災害被害の復旧のために
■農業施設災害復旧業務� ２，４８２万
（７月の豪雨により発生した農業施設被害の復
旧工事を実施）

【令和２年度の主な事業】

避難所用ダンボール製ベッドとパーテーション

鳥獣被害対策実施隊

除雪隊出動式
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、令和２年度決算に係る健全化判断比率を公表しま
す。令和２年度の財政指標は、財政健全化の取組を進めたことで改善傾向にあり、健全な財政運営を判断
するための４つの指標全てで基準値を下回っています。しかし、令和元年度の全国市区町村平均値と比較す
ると依然として悪い状況ですので、今後の新庁舎建設に備えるために、より一層健全な財政運営に努めます。
【各指標の説明】
実質赤字比率…………普通会計で発生した赤字の程度を指標化し、財政の健全度を測るもの。
連結実質赤字比率……すべての会計を合算して赤字の程度を指標化するもの。
実質公債費比率………借入金の返済額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示すもの。
将来負担比率…………借入金やその他の将来に支払う費用の大きさを指標化し、財政の圧迫度を示すもの。

会津坂下町の比率 実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率
令和２年度

（早期健全化基準）
―

（１４．９４）
―

（１９．９４）
１２．２
（２５．０）

６４．５
（３５０．０）

令和元年度
（早期健全化基準）

―
（１５．０）

―
（２０．０）

１３．３
（２５．０）

８７．４
（３５０．０）

全国市区町村の
令和元年度平均値 ― ― ５．８ ２７．４

なお、実質赤字比率と連結実質赤字比率については赤字が発生していないため算定されません。また、
健全化判断比率とは別に同法で定められている、公営企業（水道事業、下水道事業、農業集落排水事業）
の資金不足比率について、本町は該当しておりません。

会津坂下町の財政指標（健全化判断比率）を公表します

※町債・基金ともに人口１５，２０７人（令和３年８月３１日時点住民基本台帳人口）として町民１人あたりの額を算出

〈 町の借金 〉〈 町の貯金 〉
町の借金である町債は、財政健全化を進めるため

に新規借入額を制限していることもあり、毎年の借
入額よりも返済額が大きく、残高が減少しています。
今後、新庁舎建設が始まれば、建設費用の確保のた
め多額の借入れを実施する必要があり、その時は町
債の残高が増加します。

令和２年度末残高	 ７８億４，０５１万６千円
町民１人あたり	 約５１万６千円

町の貯金である基金について、財政調整基金、減
債基金および行政センター建設整備基金の３つの
基金残高について説明します。令和２年度は財政健
全化の取組や新型コロナウイルス感染症により中
止や延期となった事業が多数発生したことなどか
ら、将来の事業実施に備えるため予算の剰余金から
２億６，１２３万５千円を３つの基金に積立しました。

令和２年度末残高　８億６，１０５万５千円（３基金の合計）
町民１人あたり	 約５万７千円

0
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令和２年度　特別会計決算の内容

主な内容

会　　　計　　　名 歳　入 歳　出
国 民 健 康 保 険 １８．４億円 １７．６億円　
後 期 高 齢 者 医 療 １．９億円　 １．９億円　
介 護 保 険 ２３．０億円　 ２１．９億円　
水 道 事 業（ 収 益 的 収 支 ） ５．３億円　 ４．８億円　
水 道 事 業（ 資 本 的 収 支 ） ０．２億円　 １．６億円　
下 水 道 事 業 ５．４億円　 ５．４億円　
農 業 集 落 排 水 事 業 ０．７億円　 ０．７億円　
坂下東第一地区土地区画整理事業 ２．９億円		 ２．９億円		

計 ５７．８億円	 ５６．８億円		

【国民健康保険】
加入者にかかる医療費や健診・人間ドック費用のうち、自己負担額を除いた医療機関への支

払いや県への納付金などを支払っています。加入者が安心して医療を受けられ、長く健康で過
ごせるよう取り組みました。

この会計は、加入者が納める国保税や県からの交付金のほか、一般会計からの繰入金などを主
な財源として成り立っています。国保税の収納率を高め、必要な財源を確保するとともに、健
診の結果から病気の早期発見に努めるなど、医療費の適正化につながるよう運営しています。

【後期高齢者医療】
令和３年３月末の被保険者数は２，８９１名で、保険料が歳入全体の７３．０％を占めていま

す。保険料は県や町の負担金と合わせて福島県後期高齢者医療広域連合へ納めており、納付金
額は歳出全体の９９．３％を占めています。また、健康診査事業に取り組み、被保険者の健康保
持および疾病などの早期発見につなげ、重症化防止を目指しました。

【介護保険】
「第七期介護保険事業計画」（平成３０年度～令和２年度）の最終年となります。要介護（要支

援）認定者数は１，１８９名で、そのうちサービス受給者数は９３５名となっています（令和３
年３月末）。保険料は、国・県・町の負担金とともに歳出の９０．８％を占める介護保険給付費
やいきいきサロン事業などの地域支援事業に充てられています。なお、保険給付費は前年度比５，
４４８万円増加しています。要因として施設給付費の増加が挙げられます。また、医療と介護
の連携、認知症支援、地域支え合い活動の普及などに取り組み、介護予防、重度化防止、自立
支援を図りながら、高齢者が住み慣れた地域で、生きがいを持って日常生活を送ることができ
るよう環境づくりを進めました。

【水道事業】 
中央配水場の配水池屋根の防水塗装修繕工事および配水池水位調整弁の更新工事を実施しま

した。
また下水道管

かん
渠
きょ

埋設工事に伴い橋本・茶屋町地内で３３０．９９ｍ、柳町・羽林地内で
１１５．０５ｍの配水管布設替工事を実施しました。

【下水道事業】 
坂下中央処理区の茶屋町・橋本・仲町・柳町・新富町地内で６８３．２ｍ、坂下西処理区の新町・

柳町・諏訪町地内で７６７．４ｍ、坂下東処理区の羽林地内において７０．７ｍの管渠埋設工事
を実施しました。

【農業集落排水事業】
窪倉・合川・陣が峯城・長井浄化センターの維持管理を実施しました。

【坂下東第一地区土地区画整理事業】
桜木町、羽林地内で４件の家屋移転補償などを実施しました。さらに、都市計画道路坂下羽

林線（県道会津坂下会津高田線）の整備を図るため、延長約１２８ｍの道路築造工事を実施し
ました。また、区画道路など築造工事１件を実施しました。
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